


























































じ い だ け
や鷲羽岳
わしばだけ
からは、
黒部五郎岳
くろべごろうだけ
のみごとなカールを眺
なが
めることができます（図
４）。黒部五郎岳
くろべごろうだけ
のカールの壁
かべ
には、全体的に丸く羊
ひつじ
の背
中のような形をした岩があります（図５）。これは羊背岩
ようはいがん
と
よばれ、岩壁
がんぺき
が氷河によって磨
みが
かれてできたものです。
羊背岩
ようはいがん
を横から見ると、上流側はゆるく下流側は急な斜面
となり、表面には氷河が削
けず
った線状の傷跡
きずあと
である｢氷河
削痕
さっこん
｣が観察できる場合があります。羊背岩
ようはいがん
の形や氷河
削痕
さっこん
を調べると、氷河が流れた方向を推定
すいてい
することができ
ます。立山連峰には、この他にも氷河によってできた地形
が多くあります。山を登って、カールやモレーンを見つけ
たら、昔、そこに
大きな氷河が流
れていた 姿
すがた
を
想像
そうぞう
してみまし
ょう。
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図２ 立山の山崎圏谷
図３薬師岳
やくしだけ
のカールにある S字モレーン
図４ 黒部五郎岳
くろべごろうだけ
のカール（鷲羽岳
わしばだけ
より） 図５ 黒部五郎岳
くろべごろうだけ
の羊 背 岩
ようはいがん
図 1 ゴルナー氷河（スイス）
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